






Co-coya 現場写真 2020.04.21.ひとときデザイン

「水」と「火」のある地域のほっとステーション
現況写真



Co-coya プランニング 2020.04.21.ひとときデザイン

【価値観】を見える化する
現在、2階部分をシェアオフィスとして活用しているが住宅というプライバ
シーを優先する建物を活用しているため空間の性質的に外へ開きにくい。
一階のエントランス部分に手を加え、外から見える化することで
直接の交流は持てなくても、意識的に見せていくことで認知度を高めていくこ
とができる。
利用者は手しごとをする職人や作家で、手仕事工房が集まる家。
マルシェなどで場所開きしていくことで子供たちにも、
デスクワークだけでない様々な仕事があることを知ってもらえる場所。

「水」と「火」のある地域のほっとステーション

想定施設

1F
オープンオフィス（土間スペース）
シェア工房(設計事務所・デザイン事務所・ガラス、陶芸、画家のアトリエ）
厨房（シェアキッチン）
レンタルスペース１（営業許可を取得しレンタルカフェとしても可動する）
レンタルスペース２（個室）
浴室
トイレ
ミニキッチン

2F
シェアオフィス（デスクワーク中心）
トイレ
給湯スペース
・
独立型住居スペース（キッチン、洗面）

～いざという時、頼りになる場所～

できるだけ電気に頼らず、自然循環を意識した建物とする。

井戸、薪ストーブを設置することで、暮らしに必要な

「火」と「水」を生み出せる場所となる。

災害時の炊き出しなど、何かのときの供給場所とできる。

草屋根
下見板壁
土壁・土間

ビオトープ

井戸
薪ストーブ

エディブルガーデン
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横浜市緑区にある中山という町の、さらに静かでちいさな一角で、

「７５３」という名を持つ、ひとつの家族のような、チームのようなコミュニティがあります。

はじまりは界隈の土地を持つ大家さんが、空き家になったおうちを買い戻し、みんなに場を開放したことから。

そこには農業をするシェフや、醤油づくりをする人や、建築家、自主保育の推奨者などなど、

外の町から「何かにおうぞ」とみるみる集まり、自然発生的にカフェを開いたり、マルシェを催したり。

自分たちの暮らしを自分たちでつくり、楽しみ、分かちあい、つながっていく。

芽が出てふくらんで、長くちょっとずつ、大きな木のようにのびのび伸びてく、もっかまっ最中なのです

1

なごみ邸なごみ邸

趣味を楽しんだり趣味を楽しんだり
和室、洋室それぞれ３つの異な
る趣の部屋を使い、発表会、研
修、演奏会などを行う場。

2

菌カフェ７５３菌カフェ７５３

食と向きあったり食と向きあったり
自家菜園の野菜を使い、発酵を
活かした食事を提案。おいしい
食への気づきを促す場。

3

楽し舎楽し舎

教室を開いたり教室を開いたり
工芸、音楽、書画、料理、お花
など、先生として定期教室を開
きたい人のための場。

4

７５３市７５３市

市に出店したり市に出店したり
毎月第３日曜日に開催される
「てしごと」がテーマのマル
ェ。自己表現と交流の場。

5

Ga l l e r y  N .Ga l l e r y  N .

アートに触れたりアートに触れたり
個人からちいさな規模のグルー
プまで、作品の展示やパーティ
ーなどに利用できる場。

6

季楽荘季楽荘

チャレンジしたりチャレンジしたり
週に３回、金土日のみオープン
する“まがりカフェ”など、いろ
いろチャレンジできる場。

7

シェアハウスシェアハウス

共同生活をしたり共同生活をしたり
４世帯がここで暮らしながら、
時にアトリエとして、時にスタ
ジオとしても機能する場。

8

Co - co yaCo - coya

仕事をしたり仕事をしたり
フリーランスのクリエイターな
ど、場所を選ばず仕事をする
たちが集い、働く場。

9

Pa r k753+A IRSTREAMPa r k753+A IRSTREAM

外で休憩したり外で休憩したり
ミニキッチン、カウンター付き
のエアストリームを中心に、ク
ローバーのグラウンドが広がる
憩いの場。
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